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1月号

ふくおかけん

にしおかすみこ 氏

●12：00～
　受付
●13：00～13：50
　ステージ発表
　　・福津市立勝浦小学校による演奏・発表
　　・直方市立直方第二中学校による演奏
●14：00～15：00
　“新”家庭教育宣言実践報告
　　・親子で通学路の安全を考えよう！
　　　【福岡ブロック】
　　　　筑紫野市立二日市小学校ＰＴＡ
　　・HUG KUMU ～紡ぎあう 那中 プロジェクト～
　　　【福岡ブロック】
　　　　那珂川市立那珂川中学校ＰＴＡ
　講評：福岡県教育庁 教育振興部 社会教育課
●15：15～16：45
　基調講演

ご参加
お待ちして
います！

参加対象者：すべての会員が対象です（親子参加可）

令和７年２月８日（土）13：00～
パピヨン24ガスホール（福岡市博多区千代１－17－１）

日時
会場

2007年日本テレビ「エンタの神様」で女王様キャラのネタでブレイク。現
在ではテレビ東京「なないろ日和」など、リポーターとしても活動。
FRaUWEB連載1回目で1200万PVを超え、話題となった家族と介護のエッ
セイ「ポンコツ一家」(講談社)がベストセラーに。第2弾の「ポンコツ一家2
年目」が9月20日に発売。親と子のリアルな胸の内や家族のポンコツな一
面を愛情たっぷりに話すエピソードが反響を呼んでいる。

プログラム

https://forms.gle/6u9rY3HwqAeDAC2V6

お申し込みは
コチラから！

➡

基
調
講
演

定員500名

※応募多数につき抽選と
　なります

申込期限：1/22まで

お笑い芸人・エッセイスト

～ピン芸人“にしおかすみこ”の
　　　愛する家族のエピソード～

まなびのひろば 今を見つめ、共に創る
～持続可能なPTA活動をめざして～第4回もくじ1月号

3面▶▶▶

九P長崎大会参加レポート

4－5面▶▶▶

単Pが主役！PTA通信

子育て研修会レポート

7面▶▶▶

県教委通信／科学館情報

8面▶▶▶

新
年
あ
け
ま
し
て

　お
め
で
と
う

　
　ご
ざ
い
ま
す
。

　皆さま方におかれましては、健やかに新年をお迎えのこととお慶び申し上

げます。
　旧年中は、福岡県PTA連合会の諸活動に対し、格別のご理解ご協力を賜り

心より感謝しております。本年もどうぞよろしくお願いいたします。

　さて、本年は「巳年」であります。ヘビは、脱皮を繰り返して成長していくことか

ら、再生や繁栄の年といわれているようです。福岡県PTA連合会といたしまして

も、ヘビのように脱皮を繰り返して、時代のニーズにあった事業を展開してまいりま

す。本年も引き続き、課題に真摯に向き合い、皆さま方からのご意見を尊重しなが

ら、必要とされる組織づくりをめざして、まい進していく所存です。

　PTA活動に正解はありません。正解のな
い問いには前向きな合意形成が必要です。
真に子どもたちのためになっているか、学
校教育の支援につながっているかを常に意
識しながら取り組むことが大切です。学校
教育の最大の応援団として、それぞれの単
位PTAのさらなる発展を願っております。　本年も福岡県の子どもたちの健やかな成
長を願うとともに、保護者と教職員の皆さま
の益々のご繁栄とご活躍を祈念いたしまし
て年頭のご挨拶といたします。

1面▶▶▶

新年のごあいさつ（会長 鬼頭良典）
第4回まなびのひろば開催のお知らせ

2面▶▶▶

PTA学校給食教室レポート
食べるってなあに
子ども体験学習事業のお知らせ

6面▶▶▶

県P×県・県教委　
陳情対談会・教育懇談会報告

福岡県PTA連合会 会長
鬼頭 良典

「ポンコツ一家」



（2）第314号 令和７年１月福 岡 県 P T A 連 合 会 機 関 紙

山際千津枝
の

郷土の料理作ってみましょう

─ マングースの独り言 ─ Vol.125

食べるってなあに
　北九州の小倉に60年間暮らし、福岡に越して17年（足し算禁止）。子
どもの頃は冬になると夕食にフグやカワハギのような白身魚を使った
「ちり鍋」が度々、食卓に上りました。味をつけていない昆布だしの中で
豆腐や白菜、椎茸、糸こんにゃくや春菊などと煮てポン酢でさっぱりとい
ただきます。
　「ちり鍋」というのは熱いだしの中で新鮮な魚の身がチリッと反り返
える様を見て名づけられたのだとか。
　福岡に越してから度々食べるのが「鶏の水炊き」。骨付きの鶏肉を水
から入れて長時間炊き、スープ、肉、野菜と順にこれもまたポン酢でいた
だきます。
　福岡にがめ煮や焼き鳥など鶏料理が多いのは、江戸時代に福岡藩が
養鶏を推奨して、卵を大阪方面に出荷することで財政を立て直そうとし
たから。
　今回は子どもさんが好きそうな鶏を使ったすき焼きを作りましよう。
牛肉よりも経済的で失敗なく作れます。
【鶏すき】※４人分くらいの材料です。
　❶まず調味料「割り下」を作りましょう。ボウルに水とみりんを各１
カップ、しょう油を2/3カップ（150ml）、砂糖を50g入れてよく混ぜ
ます。❷すき焼き鍋か浅めの鍋に割り下を入れます（全部入れず、少量

残しておいて後で調節してください）。❸鶏肉500gは一口大に切り、
糸こんにゃく１袋は茹でて５センチくらいの長さに、焼き豆腐１丁は８
等分の奴（やっこ）に切り、白ネギ１本は２センチ幅の斜め切り、ゴボウ
150gはよく洗ってササガキにし、水にさらしておきます。エノキは石
づきを取ります。❹割り下の入った鍋に全ての材料をぎっしり美しく
並べ、中火にかけてグツグツと煮て、火の通ったものから順に召し上
がれ。溶き卵につけていただくとおいしいです。
　お鍋の中の具が減ってきたら割り下を足して、キャベツの葉４枚くらい
を５センチ角に切ったものと春菊をさっと煮ます。最後にうどんを２玉
入れて締めにします。割り下の量と火加減に気をつければ、まず失敗す
ることはありません。
　「豆腐を奴（やっこ）に切る」「ゴボウのササガキ」など、わからない言
葉があれば調べてくださいね。
　同じ春菊でも北九州のものは葉先が丸く、香りの柔らかな「大葉春
菊」または「ローマ」といわれる種類です。福岡の春菊は葉先にギザギ
ザの刻みが入り香りが豊かな「中葉春菊」をよく見かけます。新幹線で
20分もかからない距離ですが、やはりその地域独特の食材はあるの
です。冬休みの自由研究の課題として、住んでいる地域に特有の料
理や食材を調べてみてはいかがでしょう。

やまぎわ・ちづえ
食をコミュニケーションツールと考えている料理研究家。その他エッセイスト・テレビ
ラジオのコメンテーター。現在は博多阪急デパートにおいて地下食品販売部アドバイザー
を務める。

P
T
A
学
校
給
食
教
室

令和
６年度

　
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に

欠
か
せ
な
い
「
食
生
活
」
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
学
校
給
食

教
室
（
主
催
／
福
岡
県
教
育
委
員

会
、
福
岡
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
、
福
岡

県
学
校
給
食
会
）
が
、
10
月
11
日
・

筑
豊
地
区
、
11
月
14
日
・
京
築
地

区
、
12
月
３
日
・
北
筑
後
地
区
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
朝
食
の
大
切
さ
や

学
校
給
食
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
学

び
、
そ
の
後
は
実
際
の
給
食
の
献
立

を
作
る
調
理
実
習
。
栄
養
が
あ
っ
て

子
ど
も
た
ち
が
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

る
よ
う
工
夫
さ
れ
た
レ
シ
ピ
が
「
参

考
に
な
る
！
」
と
毎
年
大
好
評
で

す
。
ま
た
、
学
校
給
食
が
ど
の
よ
う

に
作
ら
れ
て
い
る
か
、
食
材
の
産
地

や
衛
生
管
理
に
つ
い
て
も
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
他
の
地
区
の
方
と
も
交
流
や
情
報

交
換
が
で
き
た
の
で
、
ぜ
ひ
他
の
方

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

（
北
筑
後
地
区
）
」
「
大
人
に
な
っ

て
か
ら
の
調
理
実
習
が
新
鮮
で
楽
し

か
っ
た
（
筑
豊
地
区
）
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

子どもに人気の給食メニューを調理実習♪

★レシピは公益財団法人福岡県学校給食会のHPで公開中！

鬼頭
県P会長も
張り切って
参加！

ケーブル
テレビの
取材も！

筑豊京築

麦ごはん、豚肉と野菜のりんごみ
そ炒め、のり塩れんこん、まびき
菜とジャコのふりかけ、きのこ
たっぷりだんご汁、牛乳

北筑後

麦ごはん、さばの
ごまだれ焼き、切
干大根のサラダ、
根菜の豚汁、牛乳

クロダマルごはん、ビ
ビンバ風炒め、野菜の
筑前姫酢和え、蒸し雑
煮風汁、牛乳

子ども
体験学習事業

日時

場所

異文化交流で心をつなぐ、特別な１日を！
～勇気・気持ち・笑顔で友達作り大作戦！！～

　留学生との異文化交流を通してコ
ミュニケーション能力の向上や夢を育
む体験学習を開催します。普段はでき
ない貴重な交流ができるチャンス！　
ぜひご参加ください。

２月22日（土）
10：00開始
15：00ごろ解散

嘉麻市 嘉穂総合体育館
サブアリーナ

対象

持ってくるもの

PTA会員のお子さん
（小学1年生～中学3年生）
※子どもたちだけで活動します。

昼食、筆記用具等

申込期間

参加人数

１月31日（金）
最大100名まで、
応募者多数の場合は抽選となります。

申込は
こちらから

参加決定者には
改めてメールにて
内容をご連絡いたします。

主　　催：福岡県PTA連合会
企画運営：一般社団法人学びにSPARKを

スポーツ交流会（嘉穂総合体育館）と
同時開催!

令和
6年度
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九P長崎大会開催

学びを実践へ！
～集まろうで　語り合おうで　やってみようで～

　
10
月
26
・
27
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
研
究
大
会
長
崎
大
会
（
九
Ｐ
長

崎
大
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
1
日
目
の
分
科
会
で
は
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
研
修
が
行
わ
れ

る
と
と
も
に
、
「
今
、
目
的
と
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
、
参
加
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共
有

し
な
が
ら
進
め
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
２
日
目
の

全
体
会
で
は
、
歓
迎
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
長
崎
の
伝
統
芸
能

で
あ
る
「
龍
踊
」
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
迫
力
あ
る
演
舞
は
圧
巻

で
、
参
加
者
を
魅
了
す
る
素
晴
ら

し
い
も
の
で
し
た
。

　
ま
た
、
野
々
村
友
紀
子
氏
に
よ

る
「
強
く
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン

ト
」
の
記
念
講
演
で
は
、
心
が
挫

け
な
い
子
育
て
に
つ
い
て
、
「
悩

ん
だ
ら
考
え
ず
に
寝
ろ
」
や
「
反

抗
期
は
子
ど
も
が
悪
い
の
で
は
な

く
、
成
長
ホ
ル
モ
ン
の
影
響
」
と

い
っ
た
視
点
を
提
供
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
視
点
を
少
し
変
え
る

だ
け
で
捉
え
方
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

な
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

大
変
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
し

た
。

　
他
県
の
参
加
者
と
現
状
や
課

題
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

す
貴
重
な
機
会
と
な
り
、
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

（
副
会
長
　
平
嶋
祐
介
）

じ
ゃ
お
ど
り

第69回

2日目の全体会の様子。
長崎の伝統芸能「龍踊」も
披露されました。

参加者
レポート

表彰式 第3
分科会

特別
分科会

「人権教育」
　宗像市立中央中学校に発
表していただき、建設的な意

見交換ができた。グループディスカッションで
は他のPTAの活動を知ることができ、参考に
なる意見が多くあった。また「きらりと輝く九
州人大賞」では福岡県で推薦した方が大賞に
輝き、うれしく感じた。

（会長　鬼頭良典）

第2
分科会

「家庭教育」
　1校目の発表ではPTA活
動への参加者不足などの課
題が多く聞かれたが、2校
目では少人数だからこそで
きる取り組みや自己有用感を高める工夫が発
表された。ディスカッションでは、学校や地域
と協力し、楽しめるPTA活動を目指す前向き
な話し合いができた。

（副会長　杉山美智子）

「今日的課題」
　議題は「PTA改革を真
正面から考える」。活動の
縮小や削減を主とするの
ではなく、目標の達成や活

動の充実を目指して改革を行っているPTA活
動について討議が行われ、学級懇談会や土曜
授業を利用して交流の場を作る取り組みが紹
介された。

（副会長　星野美由紀）

記念
講演

　野々村友紀子氏に難しい
年ごろの子どもへの接し方
など体験談をもとに話して
いただき、これから迎える
であろう子どもの反抗期へ
の接し方はとても参考に
なった。メディアにも出演しているため、話に
飽きがくることなくあっという間の60分だっ
た。

（副会長　藤原健太郎）
第３分科会で発表された宗像市立中央中PTAの皆さん。
宗像市の２小１中で設立した「中央学園」の運営組織「サ
ポート隊」の取り組みの紹介が大きな反響を呼びました。

「家庭、学校、地域をつなぎ、みんな
で楽しむPTA活動の発表をしまし
た。大きな会場だったので緊張しま
した」（会長　内田忠治）

「誰でも関われる、開かれたコミュニ
ティスクールを目指しています。長崎大
会は活気に満ちて力強く、刺激がいっ
ぱいでした」（副会長　宮柱由紀子）

令和5年度のPTA活動
で尽力された方々への
表彰式も行われました。

☆「きらりと輝く九州人大賞」大賞
枝松俊雄（新宮町立立花小PTA）

☆団体表彰
宇美町立宇美南中PTA、うきは市立浮羽中
PTA、大木町立大莞小父母教師会、中間市立中
間小PTA、嘉麻市立嘉穂小PTA、上毛町立唐原
小父母教師会

☆個人表彰
木庭佳奈（宇美町立宇美南中PTA）、有村勇作
（中間市立中間小PTA）、相原美由紀（上毛町立
唐原小父母教師会）、緒方大輔（八女市立長峰小
PTA）、香川哲也（宮若市立宮田南小PTA）、石
田興三（岡垣町立海老津小PTA）、𠮷田伸也（田
川市立後藤寺小PTA）、木下真智子（嘉麻市立上
山田小PTA）

☆感謝状贈呈
松尾和昭（福岡県PTA連合会会長）

おめでとう
　ございます！

「きらりと輝く九州人
大賞」大賞を受賞され
た枝松俊雄さん。
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PTA 通信

★

北九州

　本校植木小学校は令和６年度、創立
150周年を迎えました。この記念すべき
節目を祝うため、PTAでは地域の皆さま
と連携し、１年以上かけて準備を進めて
きました。　　
　11月17日に記念式典を開催し、地元の
特産品を使った紅白もちや豚汁などを振
る舞いました。また、50年前に埋めたタ
イムカプセルを開封するイベントや、人
文字による航空写真の撮影も行いまし
た。記念誌やチラシの発行も地域の方と
協力して進めました。
　式典では、植木小の児童や、植木中学
校、植木こども園によるステージ発表、そ
して地域の伝統「三申踊（みさるおど
り）」も披露されました。植木小学校で
は、日頃から地域との密接な交流を通

じ、地域と共に歩む学校づくりを続けて
います。地域の方 と々の絆が児童たちの
成長にもつながっています。
　これからも地域と共に成長していける
PTA活動を目指します。

（植木小PTA副会長　髙木明英）

地域と祝う150周年
直方市立植木小学校

京築

　横武地区では、春のお神輿や秋の神
楽などの伝統行事や餅つき大会、そば打
ち体験などたくさんのイベントがありま
す。他にも花いっぱい運動や登校時の見
守り活動など、区長さんや民生委員さん

をはじめとする地域の方々が実施してく
ださっています。
　横武小学校は、年々児童数が少なく
なってきており、PTAの会員数も同時に
減っています。会員の負担軽減のため、
規模を縮小して活動しています。そんな
中、このように地域の方々の「子どもたち
のために何かを」というお声はとてもあり
がたいことです。
　また、地域の方 と々の交流を通して、横
武小学校の子どもたちが、いろいろなこと
を学び、心豊かにすごしていけるのでは
ないかと感じております。

（横武小PTA会長　杉本理恵）

ご協力あって
豊前市立横武小学校

単Pが 主役！

地域の方による登校時の見守り活動

福岡

　福間中学校では10月上旬に２週間の
文化ウィークを設定し、生徒たちが多様
な文化に触れる機会を設けています。今
年度は、大学の先生の化学講座、ペルー
の楽団の民族音楽演奏、オペラ歌手の方
のコンサート、近隣の高校の邦楽部の皆
さんの太鼓演奏、卒業生の歌手の方のス
テージなどさまざまなイベントを行い、
PTAとしてこれらを支援しました。
　他にも文化ウィークでは、オーディショ
ンを通過した11組の歌やダンスなどの自
由発表が行われました。会場となった中
庭は、４階までの窓やテラスが約1200人
の生徒たちで埋め尽くされました。
　また、文化祭当日の合唱コンクールで
最優秀賞に選ばれた４クラスは、イオン
モール福津内のホールで合唱を披露する

機会も設けられており、地域とのつなが
りを深める役割も果たしています。
　このように福間中学校では、PTAの支
援により、地域全体が生徒たちの成長を
見守り応援する温かい環境づくりを目指
しています。

（福間中PTA会長　久保貴弘）

地域全体が生徒を応援
福津市立福間中学校

北筑後

　本年度、まちづくり協議会主催の祭り
「コスモス祭り」へ、PTAとしてゲーム
コーナー（輪投げとストラックビンゴ）を
初出店しました。当日は秋休み期間中
で、快晴に恵まれ、多くの子どもたちで賑
わいました。
　今回のこの取り組みは、コロナ禍以
降、PTA活動自体が減少傾向の中、大切
なことを思い出すことのできる良き機会と
なりました。子どもたちが喜ぶことは何な
のか、地元小学校として、地域を盛り上げ
ることにどう協力できるのかを「考え」
「つながり」「実行に移す」と、子どもたち
のあふれる笑顔にたどり着きました。
　このことこそがPTA活動の醍醐味だと
強く実感しました。
　さらに子どもたちの安心・安全を見

守ってくださる地域の方 と々の交流も図
れ、感謝を伝えることも叶いました。
　今後も、地域との連携を大切に、PTA
として子どもたちの成長を応援していきま
す。

（御原小PTA会長　肥山浩三）

PTA活性化の先に
小郡市立御原小学校

イオンモールで生徒たちが合唱を披露

筑豊

　幸袋校小学部では、10月12日(土)の運
動会の事前準備として９月28日(土)に保
護者、教職員および児童たちとともに運
動場の除草作業を行いました。
　当日は100名を超える方々にご参加い
ただき、子どもたちの練習や競技がやり
やすくなったとともに、とても思い出に残
る活動となりました。
　また運動会当日はPTA各委員会がそ
れぞれの役割のもと、警備や案内、写真

撮影を行い、スムーズに運動会が進行さ
れました。
　今年度はコロナ禍で中止しておりまし
たPTA競技の復活ということで、６年生の
リレー時にPTAチームを結成し、子どもた
ちと一緒に競技に参加いたしました。結
果は子どもたちに惨敗しましたが、これも
また非常に思い出に残る活動となりまし
た。
　これからも「チーム幸袋」を合言葉に
皆で一丸となり、子どもたちの笑顔のた
めに活動してまいります。
（幸袋校小学部PTA会長　清原一樹）

皆で作りあげた運動会
飯塚市立小中一貫校幸袋校小学部

南筑後

　大江小学校では、10月に子ども、保護
者、地域が一体となって行う学校行事
「地域へGO！」を行いました。これは、６
年生の総合的な学習と関連させ、地域の
史跡や施設、企業等を縦割り班で巡り、
地域のよさを学ぶ活動です。本年度も、
学校運営協議会に協力を仰ぎ、史跡等
の説明を地域や市の方にしていただいた
り、引率を地域の方や保護者に担当して
いただいたりし、子ども、保護者、地域が

一体となって行いました。
　子どもたちは、地域を巡ることで、改め
て自分たちの地域のよさに気づき、自分
の住む地域に対して、誇りや愛着をもつ
ことができました。これは本校の教育目
標である「ふるさと大江に誇りをもち　
未来を拓くたくましい子供の育成」につ
ながっています。また、保護者からも「自
分たちも知らなかった大江校区のよさに
ついて知ることができた」などの声があり
ました。
　今後も、学校、保護者、地域が連携し
た教育活動を充実させていきたいです。

（大江小PTA会長　田﨑健太）

地域へGO！
みやま市立大江小学校

★★

★

★
★

150周年の人文字をつくりました

コスモス祭りのゲームコーナー

子どもたちと一緒に運動会の競技を楽しみました地域の方の引率で史跡等を巡りました

みこし
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　本校植木小学校は令和６年度、創立
150周年を迎えました。この記念すべき
節目を祝うため、PTAでは地域の皆さま
と連携し、１年以上かけて準備を進めて
きました。　　
　11月17日に記念式典を開催し、地元の
特産品を使った紅白もちや豚汁などを振
る舞いました。また、50年前に埋めたタ
イムカプセルを開封するイベントや、人
文字による航空写真の撮影も行いまし
た。記念誌やチラシの発行も地域の方と
協力して進めました。
　式典では、植木小の児童や、植木中学
校、植木こども園によるステージ発表、そ
して地域の伝統「三申踊（みさるおど
り）」も披露されました。植木小学校で
は、日頃から地域との密接な交流を通

じ、地域と共に歩む学校づくりを続けて
います。地域の方 と々の絆が児童たちの
成長にもつながっています。
　これからも地域と共に成長していける
PTA活動を目指します。

（植木小PTA副会長　髙木明英）

地域と祝う150周年
直方市立植木小学校

京築

　横武地区では、春のお神輿や秋の神
楽などの伝統行事や餅つき大会、そば打
ち体験などたくさんのイベントがありま
す。他にも花いっぱい運動や登校時の見
守り活動など、区長さんや民生委員さん

をはじめとする地域の方々が実施してく
ださっています。
　横武小学校は、年々児童数が少なく
なってきており、PTAの会員数も同時に
減っています。会員の負担軽減のため、
規模を縮小して活動しています。そんな
中、このように地域の方々の「子どもたち
のために何かを」というお声はとてもあり
がたいことです。
　また、地域の方 と々の交流を通して、横
武小学校の子どもたちが、いろいろなこと
を学び、心豊かにすごしていけるのでは
ないかと感じております。

（横武小PTA会長　杉本理恵）

ご協力あって
豊前市立横武小学校

単Pが 主役！

地域の方による登校時の見守り活動

福岡

　福間中学校では10月上旬に２週間の
文化ウィークを設定し、生徒たちが多様
な文化に触れる機会を設けています。今
年度は、大学の先生の化学講座、ペルー
の楽団の民族音楽演奏、オペラ歌手の方
のコンサート、近隣の高校の邦楽部の皆
さんの太鼓演奏、卒業生の歌手の方のス
テージなどさまざまなイベントを行い、
PTAとしてこれらを支援しました。
　他にも文化ウィークでは、オーディショ
ンを通過した11組の歌やダンスなどの自
由発表が行われました。会場となった中
庭は、４階までの窓やテラスが約1200人
の生徒たちで埋め尽くされました。
　また、文化祭当日の合唱コンクールで
最優秀賞に選ばれた４クラスは、イオン
モール福津内のホールで合唱を披露する

機会も設けられており、地域とのつなが
りを深める役割も果たしています。
　このように福間中学校では、PTAの支
援により、地域全体が生徒たちの成長を
見守り応援する温かい環境づくりを目指
しています。

（福間中PTA会長　久保貴弘）

地域全体が生徒を応援
福津市立福間中学校

北筑後

　本年度、まちづくり協議会主催の祭り
「コスモス祭り」へ、PTAとしてゲーム
コーナー（輪投げとストラックビンゴ）を
初出店しました。当日は秋休み期間中
で、快晴に恵まれ、多くの子どもたちで賑
わいました。
　今回のこの取り組みは、コロナ禍以
降、PTA活動自体が減少傾向の中、大切
なことを思い出すことのできる良き機会と
なりました。子どもたちが喜ぶことは何な
のか、地元小学校として、地域を盛り上げ
ることにどう協力できるのかを「考え」
「つながり」「実行に移す」と、子どもたち
のあふれる笑顔にたどり着きました。
　このことこそがPTA活動の醍醐味だと
強く実感しました。
　さらに子どもたちの安心・安全を見

守ってくださる地域の方 と々の交流も図
れ、感謝を伝えることも叶いました。
　今後も、地域との連携を大切に、PTA
として子どもたちの成長を応援していきま
す。

（御原小PTA会長　肥山浩三）

PTA活性化の先に
小郡市立御原小学校

イオンモールで生徒たちが合唱を披露

筑豊

　幸袋校小学部では、10月12日(土)の運
動会の事前準備として９月28日(土)に保
護者、教職員および児童たちとともに運
動場の除草作業を行いました。
　当日は100名を超える方々にご参加い
ただき、子どもたちの練習や競技がやり
やすくなったとともに、とても思い出に残
る活動となりました。
　また運動会当日はPTA各委員会がそ
れぞれの役割のもと、警備や案内、写真

撮影を行い、スムーズに運動会が進行さ
れました。
　今年度はコロナ禍で中止しておりまし
たPTA競技の復活ということで、６年生の
リレー時にPTAチームを結成し、子どもた
ちと一緒に競技に参加いたしました。結
果は子どもたちに惨敗しましたが、これも
また非常に思い出に残る活動となりまし
た。
　これからも「チーム幸袋」を合言葉に
皆で一丸となり、子どもたちの笑顔のた
めに活動してまいります。
（幸袋校小学部PTA会長　清原一樹）

皆で作りあげた運動会
飯塚市立小中一貫校幸袋校小学部

南筑後

　大江小学校では、10月に子ども、保護
者、地域が一体となって行う学校行事
「地域へGO！」を行いました。これは、６
年生の総合的な学習と関連させ、地域の
史跡や施設、企業等を縦割り班で巡り、
地域のよさを学ぶ活動です。本年度も、
学校運営協議会に協力を仰ぎ、史跡等
の説明を地域や市の方にしていただいた
り、引率を地域の方や保護者に担当して
いただいたりし、子ども、保護者、地域が

一体となって行いました。
　子どもたちは、地域を巡ることで、改め
て自分たちの地域のよさに気づき、自分
の住む地域に対して、誇りや愛着をもつ
ことができました。これは本校の教育目
標である「ふるさと大江に誇りをもち　
未来を拓くたくましい子供の育成」につ
ながっています。また、保護者からも「自
分たちも知らなかった大江校区のよさに
ついて知ることができた」などの声があり
ました。
　今後も、学校、保護者、地域が連携し
た教育活動を充実させていきたいです。

（大江小PTA会長　田﨑健太）

地域へGO！
みやま市立大江小学校

★★

★

★
★

150周年の人文字をつくりました

コスモス祭りのゲームコーナー

子どもたちと一緒に運動会の競技を楽しみました地域の方の引率で史跡等を巡りました

みこし
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県P
県・
県教委

陳情対談会 教育懇談会

PTAからの要望に県が回答しました
11月20日、福岡県ＰＴＡ連合会（県Ｐ）と福岡県・県教育委員会（県教委）が陳情対談会・教育懇談会を行いました。
県Ｐが９月に提出していた陳情書（県ＰＴＡ新聞11月号参照）に対し、県と県教委が回答しました。
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令和６年度の陳情内容 （抜粋）
※１・２は重点要望

児童生徒の命と健康を守る安全対策1

生徒指導の充実4
•スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー等の配置時間の増加等。
•危険ドラッグ等薬物乱用防止のため、地域・警察との連携等指導体制の整備に努
めていただきたい。

PTA活動の振興5
•PTA活動がますます重要性を増している現状をふまえ、PTA活動の更なる充実
のため、助成金については従来どおりの確保をお願いしたい。
•保護者が働きながらPTA活動を行えるよう企業等への働きかけをお願いした
い。

教職員の離退任者の早期発表6
　児童・生徒が年度の区切りをつけ、スムーズに新年度を迎えるために、修了式まで
に教職員の離退任式ができるようお願いしたい。

その他7
　県が実施しているコミュニティ・スクール導入促進事業及び地域学校協働活動事
業について、事業内容がまだ認知されていないことから広報活動等により事業の周
知をお願いしたい。

•通学路周辺の環境整備等、関係機関と連携した安全対策の推進。
•SNSに関する問題行動等の実態を把握し広く情報提供を行い、保護者、地域への
啓発を目的とした講習会等の充実。

教育の充実を図る教職員配置2
•小学校における定数欠や、中学校における教科欠について早急な解消を。
•いじめをはじめ様々な課題解決や学力向上に向けた適正な教員配置。
•中学校における部活動において、部活動指導員を配置する等の予算確保と、指導
員の資格向上。

教育環境の整備3
•地域間及び学校間格差が生じないよう教育環境の整備状況について、実態調査
を徹底し、市町村区教育委員会に指導をお願いしたい。
•体育館、特別教室等の学校施設が避難所としての使用も想定されるので、設備
（空調・トイレ等）の充実をお願いしたい。

陳情対談会と教育懇談会の様子

×

陳情内容と県の回答の全文を県Ｐホームページに
掲載しています。ぜひご一読ください。

県
へ
の
陳
情
は
総
務
委
員
会
が
中

心
と
な
り
行
っ
て
い
ま
す
。
陳
情

を
終
え
て
の
感
想
な
ど
を
総
務
委

員
長
に
お
聞
き
し
ま
し
た
！

―
対
談
会
に
参
加
し
て
み
て
い
か
が
で
し
た
か
？

　
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
思
っ
た
よ
り
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
で
驚
き
ま
し
た
（
笑
）。
県

の
方
々
も
、
い
ち
保
護
者
と
し
て
の
思
い
を
交
え
な
が

ら
回
答
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
同
じ
立
場
で
忌
憚
の

な
い
意
見
を
言
い
合
え
て
と
て
も
良
かっ
た
で
す
。

―
陳
情
に
対
す
る
県
の
回
答
は
納
得
で
き
る
も
の
で
し
た

か
？

　
は
い
、
一つ
ひ
と
つ
の
項
目
に
対
し
て
大
変
丁

寧
に
回
答
し
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。
す

ぐ
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
に
関
し
て
も
、
ど
の
課
が
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
か
な
ど
具
体
的
に
聞
け
て
安
心
し
ま
し

た
。

―
毎
年
陳
情
を
す
る
こ
と
に
は
ど
ん
な
意
義
が
あ
り
ま
す

か
？

　
部
活
の
地
域
移
行
や
ア
レ
ル
ギ
ー
の
こ
と
、

エ
ピ
ペ
ン
の
取
り
扱
い
な
ど
、
そ
の
時
そ
の
時

で
課
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
県
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
一
緒
に
考
え

て
い
く
こ
と
は
と
て
も
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

　
陳
情
の
回
答
は
県
Ｐ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
全
文
読
め
ま

す
の
で
、
ち
ょっ
と
長
い
の
で
す
が
保
護
者
の
皆
さ
ん
に

ぜ
ひ
目
を
通
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
回

答
を
見
る
こ
と
で
い
ま
ど
ん
な
課
題
が
あ
る
の
か
が
分

か
り
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
課
題
を
共
有
す
る
こ

と
が
、
学
校
や
子
ど
も
た
ち
の
状
況
を
良
く
し
て
い
く

こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

―
回
答
を
総
務
委
員
で
は
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
き
ま

す
か
？

　
こ
れ
か
ら
ま
た
来
年
度
に
向
け
た
ア
ン
ケ
ー

ト
を
作
成
し
ま
す
の
で
、
今
回
の
回
答
を
踏

ま
え
た
上
で
し
っ
か
り
と
皆
さ
ん
の
意
見
を
吸
い
上
げ

ら
れ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

鍋山義幸
総務委員長

Interview

き 

た
ん
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多様性社会実現に向けた一歩は「自分を理解する」ことから

研修会の舞台裏

「みんなちがって、みんないい」
　
11
月
6
日
、
春
日
市
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
に
て
福
岡
県

P
T
A
連
合
会
（
県
P
）
母
親
代

表
者
会
が
担
当
す
る
子
育
て
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
北
九
州
市
立
大
学
基

盤
教
育
セ
ン
タ
ー
ひ
び
き
の
分

室
准
教
授
、ア
ン
・
ク
レ
シ
ー
ニ

氏
を
お
招
き
し
て「
ア
ン
ち
ゃ
ん

と
語
ろ
う
、
多
様
性
社
会
」に
つ

い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

同
氏（
以
下「
ア
ン
ち
ゃ
ん
」）は

昨
年
に
は
日
本
国
籍
を
取
得
し

て
い
ま
す
が
、早
く
か
ら
多
様
性

社
会
へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
た
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、そ
の
生
い
立
ち
や

経
験
を
い
か
し
た
観
点
か
ら
多

様
性
社
会
実
現
の
必
要
性
に
つ

い
て
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　
多
様
性
社
会
と
い
う
の
は
そ

れ
ぞ
れ
違
い
が
あ
る
者
た
ち
が

存
在
す
る
だ
け
で
は
な
く
、お
互

い
が
そ
れ
を
認
め
あ
う
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。そ
う
な
る
た
め

に
何
が
必
要
な
の
か
？
　「
ア
ン

ち
ゃ
ん
」は
、
そ
こ
に
無
意
識
の

偏
見
や
先
入
観
が
原
因
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス
・
バ
イ
ア
ス
」と
い
う
言
葉
を

使
い
、身
近
な
例
を
用
い
て
説
明

さ
れ
ま
し
た
。過
去
の
経
験
や
知

識
、自
身
の
信
念
を
基
に
し
て
何

気
な
く
生
ま
れ
る
言
動
そ
の
も

の
が
、結
果
と
し
て「
思
い
込
み
」

や「
決
め
つ
け
」、「
押
し
つ
け
」と

な
り
多
様
性
社
会
実
現
に
向
け

て
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
る

現
状
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
、

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー（
L
G
B
T
）」「
多

文
化
共
生
」「
個
性
」を
理
解
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。　

　
自
分
と
他
者
と
の
「
違
い
」
を

理
解
し
、そ
し
て
認
め
あ
う
関
係

を
構
築
し
て
い
く
こ
と
、そ
れ
は

子
育
て
期
に
お
け
る
親
子
の
関

係
に
お
い
て
も
重
要
と
な
る
こ

と
に
つ
い
て
も
ご
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　
多
様
性
社
会
（
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
）に
よ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い

を
認
め
合
え
る
社
会
の
実
現
は
、

包
括
的
社
会（
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
）と
し
て
個
々
の
違
い
が
尊
重

さ
れ
、か
つ
能
力
が
発
揮
で
き
る

社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
貴
重

な
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
こ
と
、そ
し

て
そ
の
た
め
に
は
「
人
と
の
違

い
」に
つ
い
て
も
う
一
度
、
自
分

自
身
が
学
び
な
お
す
必
要
が
あ

る
こ
と
に
、今
回
の
研
修
会
で
気

付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
　
岩
重
雅
夫
）

「アンちゃん」こと
アン・クレシーニ氏

アンちゃんを囲んで記念撮影♪おつかれさまでした！

　「子育て研修会」の企画・運営を担当するのは母親代表者会の皆さん。
約半年にわたり、みんなで力を合わせて準備を行ってきました。当日も
それぞれの持ち場で力を発揮。無事、研修会を成功させることができま
した！

緊張感に包まれる
開場前の控室。
段取りや原稿を
入念にチェックします。

研修会の
大切さ、
伝われ～～

花束
贈呈

無事に
終わって
良かった～

令和6年度　子育て研修会

アンさんの
立ち位置は？
プロジェクターは
大丈夫？

開場までに
準備しなきゃ～

緊張
するな～‥‥

Interview

研修会を終えて…
― 今回の講師の先生を選んだ理由は？
　委員のみなさんと意見を出し合い、
擦り合わせながら決めました。実は、
アン・クレシーニ先生は、私の恩師か
らのご紹介でした。アン先生との出会
いで、「多様性」という言葉について学
びを深めるとても大切な日となりまし
た。ありがとうございました。
― 研修会を終えてひとこと！
　想定外の事にも一人ひとりが迅速に
対応し、県Ｐ母代一丸となってやり切っ
た研修会でした。アン先生の講演はこ
れからの多様性社会や子育てにどう向
き合うのかを改めて考えさせられる、
とても有意義なものとなりました。普
段の生活の中でも、無意識の偏見かな
と思うような場面もあり、アン先生の
言葉を思い出しながら日々の生活を
送っています。
　次回の子育て研修会も、たくさんの
ご参加をお待ちしております！
　（母親代表者会 代表　下原仁美、
副代表　森山真実）

開場前…いよいよ開場…
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１人で悩まないで

☎ 092-645-2567 学校には
相談したけど･･･

学校には相談
しづらいなあ…対象事案

対象者

開設日時

福岡県いじめレスキューセンターのお知らせ
　福岡県では、いじめの早期発見・解消を図り、重大化・長期化を防ぐため、
学校外の立場で、いじめに悩むこどもや保護者からの相談を受け付けています。

※センターは、民事・刑事上の責任追及、当
事者である児童生徒への直接的な指導を
行う役割は有していません。

いじめレスキューセンター以外
にも、子どもの悩みに対応す
る相談窓口を設置しています。

•学校への相談を迷う
いじめ

•学校への相談後、第
三者による支援を希
望するいじめ

メールでの相談や面談
の予約など、詳細はHP
をご確認ください

社会福祉士などの資格を有する
支援員が対応します

県内の小・中・高等学
校・高等専門学校に通う
児童生徒とその保護者

10時～18時
※土曜日・祝日および
年末年始を除く

HPはこちら

詳しくは
こちら

県 教 委 通 信科 学 館 情 報

地域の未来を担う
子どもを育てよう

　地域と学校がパートナーとして連携・協働し、地域全体で子どもたちの
学びや成長を支える「地域学校協働活動」が県内各地で取り組まれ、放課
後の学習支援や体験活動、地域課題解決学習や郷土学習など、地域の状
況に応じて多様な活動が展開されています。
　上毛町立友枝小学校では、「地域とともにある学校づくり」及び「学校を
核とした地域づくり」を目指し、学校経営に沿って、地域の方と連携しなが
ら取り組むことができる活動を計画し、多くの体験学習に取り組んでいま
す。
　そこでは、地域の方と「豆腐づくり」を行ったり、地域行事である「お田
植祭」に参加したりするなど、子どもたちが地域を誇りに思うきっかけづく
りとなる活動がたくさん実施されており、地域の方々も一生懸命に取り組
む子どもの姿から、元気をもらっているとのことです。
　このような学びを通して、地域と学校がつながり、子どもたちに郷土愛
が芽生えることで、地域の未来を担う子どもが育まれます。
　今後とも、「地域学校協働活動」へのご理解とご協力をお願いします。

福岡県青少年科学館　久留米市東櫛原町1713
☎ 0942－37－5566（代）　FAX 0942－37－3770

【地域学校協働活動】上毛町立友枝小学校の取り組み

☆新春イベント　１月５日（日）・６日（月）・７日（火）
※参加費無料（ただし、入館料は必要）

☆コスモシアター番組情報

お田植祭の様子

①新春キッズチャレンジ
　～めざせ！ホールインワク♪星～

コズミックロケットセンターが誇るHIP3型ロケット・宇
宙船オシリウス１の打ち上げを見にきた謎解き大好き、
知りたがりのミック。ところがそこに、世界中の珍しい
ものを集めている大泥棒のユニバースが現れる！その
日盗もうとしているものは『なぞなぞの予告状』に書か
れていた。この難しいなぞなぞを解いてくれるのは
……。そうだ、どんな事件もププッと解決する名探偵お
しりたんていしかいない！ 助手のブラウンをつれてロ
ケットセンターにやってきたおしりたんていがミックと
いっしょにクイズや迷路で調査を開始します。おしりた
んていが謎を解きあかし事件をコズっと解決！ 

©トロル・ポプラ社／NHK・NEP・東映アニメーション

©JAXA/タカラトミー/ソニーグループ（株）／同志社大学

「おしりたんていコズミックフロント
　～コズっとなぞとき！うちゅうのおおどろぼう～」

パットゴルフゲームで遊びながら惑星に
ついて知ろう！プレゼントもあるよ！
【対象】高校生以下のお子様

②Mitakaで宇宙散策に
　でかけよう！
Mitaka（国立天文台で開発されているソ
フトウェア）を使って宇宙空間を飛び
回ってみませんか？

③SORA-Qってなに？
超小型の変形型月面ロボットSORA-Q
が動いている様子を実際に見ることが
できます。

④無料工作　開運干支飾り
　「くるくるヘビ」をつくろう！
今年はヘビ年！風が当たるとくるくる回る
かわいいヘビをつくって、運気アップ？！
【対象】高校生以下のお子様


